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中央図書館の一階には，本学の前身校が営々と

して蓄積してきた貴重な書物が所蔵されている。

これらの蔵書は，かつての東京教育大学の時代に

は，図書館本館，学科図書室，さらに教官研究室

などに分散していたものだが，現在ではここに集

中して配架されている。なかでも，教育学関係の

コレクションは，国内はもとより，世界でも屈指

の規模と内容であることは広く認められている。

私は，昭和63年 4 月に教育学系に来任して以来，

ここを訪れることを無上の愉しみとしてきてお

り，そしてことにこれまで見たこともない書物に

出会ったときなどには言いようのない感激に浸っ

たものだ。図らずも附属図書館長に併任された昨

年の 4月以降も，多忙な学務の合間をぬって，こ

の「宝の山」を訪ねることに何とも言えない至福

のひとときを見いだしてきた。

カール・ケールバッハという人物は，私の専門

である教育学や教育史の世界でもごくごく一部で

しか知られていない。そして，彼の名はどのよう

な人名辞典にも載っていない。私にしても，関連

の学界，しかもそのごく一部で共有されている以

上の情報はこれまでもってはいなかった。つまり，

大学院に進学する今から35年以上もまえのころ，

Monumenta Germaniae Paedagogica（『ドイツ教

育学の記念物』とでも訳すしかない；以下，

MGPと記す）という60巻を超える膨大な教育史

叢書の企画者で編集者，そして浩瀚なヘルバルト

全集の編集者としてのケールバッハを知って以

来，ずっとその程度の知識でしかなかった。とこ

ろが，このほど秋の学会で久しぶりに発表でもし

てみようなどと思い立ち，中央図書館の一階を訪

ね，関連の資料にあたっていたところ，大学院で

ヘルバルトの講読をやっていることもあってのこ

とだろうか，発表テーマとは当面無関係なケール

バッハのことにふと想いが及び，すこしばかり脇

道に逸れて，彼のことを調べてみようかという気

になった。

ケールバッハ（Karl Kehrbach）は1846年 8 月

22日，イエナやハレといった古い大学町を貫流す

るザーレ川の支流オルラ川の畔，チューリンゲン

の森の小さな町ノイシュタットに生まれた。しか

し，1874年の夏学期の始め（ 4月）に，ザクセン

の大都会ライプチヒに出て，ヘルバルト派の教育

学者チラーが主宰する大学の教育学ゼミナールに
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入るまでの彼の経歴は，現在のところ十分に把握

できていない。いずれにしても，現在の私の関心

は，なぜMGPとヘルバルト全集という奇妙な取

り合わせがケールバッハにおいて結実したのかと

いうことにあり，彼がライプチヒに現れるまでの

経歴についての調査は別の機会に譲らざるをえな

い。ただ，それ以前のケールバッハが民衆学校

（小学校）の教師であり，大学での研修の機会を

このチラーの施設に求めたことだけははっきりと

している。チラーのこのゼミナールにはすでに

1871年からシュトリュンペルも参加し，それはあ

たかもヘルバルト派のセンターの様相を呈してい

た。チラーのゼミナールでのケールバッハの主要

なテーマは，アーサー王の伝説，円卓の騎士たち

の愛と勇気の物語の教材化の問題で，これについ

てはいくつかのレポートの記録が残されている。

このライプチヒの教育学ゼミナールには実験学級

が付設されていたから，ケールバッハはそこでの

授業も担当したことだろう。さらに中世のドイツ

やフランスでの伝承の世界に関心を傾斜させてい

ったことははっきりとしているが，しかしながら，

それ以上の詳しいことについてはほとんどわかっ

ていない。ケーニヒスベルクのヘルバルトに端を

発する教育学ゼミナールの系譜においては古代や

中世の伝説や伝承が主要な教材となっていたこと

からすると，それはごく当然の選択だったのかも

しれない。そもそも，ヘルバルトの教育学にとっ

ては，勇気，友情，さらには誠実といった永遠な

有徳の世界を提供する古代ギリシアの神話，こと

にホーマーの文学が格別の意味をもっていたから

だ。ケールバッハにとってのひとつの転機は，道

徳の宗教に対する関係に関する懸賞問題でカント

をとりあげたことで，それが彼の関心を形而上学

の問題へと移行させ，やがてその文献考証，そし

てその編集の面白さへと繋げていった。レクラム

文庫の学生版カント選集は，1877年に『純粋理性

批判』の刊行で，ベンノ・エルドマンとの小競り

合いが生じはしたものの，そのことによってか，

彼のエディターとしての名はかえって広まったと

いってもよい。現在インターネットでの図書検索

では，ケールバッハは，まずこのカント選集，そ

して今日では復刻版で普及しているヘルバルト全

集の編集者として確実にヒットする。

ヘルバルトがカントの実質的な後任として，ロ

シアに近い東プロイセンのケーニヒスベルクの大

学へと赴いた翌年の1810年から経営し始めた「教

授学練習所」（「教育学ゼミナール」への改組は

1818年），それを源流とするライプチヒのチラー

のゼミナールに参加していたケールバッハがヘル

バルトに関心をもったとしても，そのこと自体何

ら不思議なことではない。ケールバッハがそれま

での定版だったハルテンシュタイン（1850年以降）

やヴィルマン（1873年以降）といった教授たちの

編集する選集への不満からヘルバルト全集の編纂

に着手したのは早くとも1877年以降のことだが，

ヘルバルト他界の翌年（1842年）に旧友シュミッ

トによって書かれた「回想」を冒頭に収めた第 1

巻，そして有名な『一般教育学』を収める第 2巻

の刊行はその10年後の1887年，ライプチヒから遠

く西へ離れたランゲンザルツァの書肆ヘルマン・

バイヤーからだった。彼自身の手になる最終（第

10）巻の刊行に漕ぎ着けたのは編纂に乗り出して

から実に25年後の1902年のことで，それにはヘル

バルトの1831年から1836年にかけての論攷，こと

に有名な『教育学講義綱要』の1835年の初版と

1841年ヘルバルト没年の版，それに『自然法と道

徳の分析的解明』などが収載されている。そして，

これまでに出版された 9巻にはそれまでの諸版で

は見落とされてきたいくつもの重要な論攷が収め

られている。しかしながら，ヘルバルトがケーニ

ヒスベルクで行った教育活動，つまり地方教育評

議会，さらには大学の（とはいっても，その経費

のほとんどはヘルバルト自身の負担だったのだ

が）教育学ゼミナールの活動についての文書，そ

して何よりも書簡の類の整理は，著作の最終（第

11）巻の刊行（1906年）とともに協力者のフリュ

ーゲルらの手に委ねられなければならなかった。

ケールバッハ自身は第 1巻の編集者序言で，書評

や書簡，さらには行政文書まで収録するとの計画

を披瀝している。牧師だったフリューゲルは，
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「ヘルバルトの最良の理解者」などと呼ばれてい

る。彼によって編集が継続された書評や書簡，そ

して行政文書まで収録（ 8巻分）されたヘルバル

ト全集（全19巻）の完結は1912年だった。なお，

ケールバッハは，教育学ゼミナールについては格

別の関心をもっていたと思われ，すでに1893年秋

ウィーンで開催された第42回ギュムナジウム教師

会議でそれについての講演を行っている。これは

ただちに活字にされているので，そこからは今日

でも教育ゼミナール経営者としてのヘルバルトへ

の彼の並々ならぬ関心が看て取れ，またその描写

においては周到に資料的な吟味が加えられている

ことを窺い知ることができる。

一方，MGPの編纂については，ライプチヒの

教育学ゼミナールのパトロンでもあったトマス・

シューレ（大作曲家バッハで有名な聖トマス教会

に付設されている当時のエリート校）の校長フリ

ートリヒ・アウクスト・エックシュタイン，彼は

これも教育史の世界では有名なシュミットの『教

育制度百科事典』（1858年以降）の第 4 巻でラテ

ン語教授の変遷についての項目を，その小さな活

字からしても本来ならばゆうに一冊以上の書物と

なる200ページにわたって担当しているが，その

エックシュタインが個人的に収集していた教育の

膨大な史料を所蔵していることはよく知られてい

た。教育史の史料の系統的な収集の必要性は1871

年11月16日ライプチヒの教員組合のコメニウス没

後200年記念の集会でユリウス・ベーガーが提案

して以来，ことにライプチヒでは教育史の中央資

料館を設立しようという動きが活発となってい

た。後にMGPに貴重な史料群を提供し，その紹

介者ともなるコルデヴァイの1878年の東部ドイツ

のゲラでのギュムナジウム教師会議における熱心

な史料整理の必要性についての提案は，そのベー

ガーに触発されてのことだったし，そこではエッ

クシュタインの『教育制度百科事典』への掲載論

攷が原史料の周到な吟味にもとづいて書かれてい

る偉大な業績との讃辞も表明されていた。コルデ

ヴァイの提案とエックシュタインとの出会いは

1879年の西部ドイツのトリアでのギュムナジウム

教師会議におけるエックシュタインの賛意となっ

て表され，それはいくつかの曲折を経て，ケール

バッハが戻る1884年の末までにはライプチヒにコ

メニウスの名を冠した教育資料館が設立されるこ

とになる。そのまえに，つまり少なくともその

1884年，つまりこれより100年まえに汎愛学院が

誕生したデッサウでのギュムナジウム教師会議ま

でにケールバッハがMGPの構想をもってベルリ

ンへ出向き，そこでホフマンという出版者と出会

って援助の約束を取り付けていることがわかって

いる。エックシュタインは，自らの出席が最後と

なったその会議で，「Monumenta Germaniae

Historicaの誇り高き響きを彷彿とさせるものだ」

としてMGPの構想を賞賛している。Monumenta

Germaniae Historicaは，ウィーン会議の直後，プ

ロイセン改革の立て役者フォン・シュタイン男爵

によって提唱され，その刊行が企画され，1826年

にその第 1巻が刊行されたドイツ中世史の史料集

大成のことで，19世紀の末になってもその事業は

継続していた。ケールバッハがこれ以降も相当の

時間をかけてMGPの構想を練り直していたこと

は，すでに第 1巻の刊行をみている1887年の秋ス

イスのチューリヒで開かれたギュムナジウム教師

会議で「MGPの総括的な計画について」と題す

る講演を行っていることにも示されている。

1886年にコルデヴァイの編集によるその第 1巻

『1251年から1828年までのブラウンシュヴァイク

市学校規程』がベルリンの書肆ホフマンから刊行

されて以来，ケールバッハがベルリン近郊のシャ

ルロッテンブルクで世を去る1905年10月21日まで

の間に計33巻が送り出され，最終的には大戦前夜

の1938年までにMGP全体で62巻の刊行をみた。

その全容を紹介するには残された紙幅が到底許さ

ないが，例えば彼の生前にはパハトラーによるイ

エズス会の教育規程（ラチオ・ストゥディオルム）

の羅独対訳（ 5，9 ，16巻）やハルトフェルダー

によるメランヒトンについての今日期待できる唯

一の体系的な研究（ 7 巻），さらには17世紀末か

らのドイツにおけるコメニウス教育学の影響を扱

ったチェコ出身のクヴァチャラによる資料紹介と
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その分析（26，32巻）などが刊行されているが，

企画者で全体の編集者でもある彼が担当している

巻は勿論ひとつもない。その没後には，高等学務

委員会を舞台とする18世紀末のプロイセン中等教

育政策の展開と大学入学試験の導入を扱ったシュ

ヴァルツの論攷（46，48，50巻など）やフリード

リヒ大王の教育政策をまとめたフォルマーの力作

（56巻，彼には別にその父フリードリヒ・ヴィル

ヘルムⅠ世の教育政策を扱った著書もある）など

も刊行されている。最終の第62巻は，ティーレの

「プロイセン教育制度史」だった。彼は，フンボ

ルト（W.v.）の片腕であるジュフェルンの「教育

法案」（1819年）の全文紹介者として知られてい

る。MGP各巻の担当者の多くがギュムナジウム

の教師だったことは，このさい注目しておいてよ

Web of Science!

文部科学省の21世紀COEプログラムの申請書

類の中で，「過去 5 年間の論文の引用率」の記載

が求められるとの情報があり，本学でも各組織に

おいてそのデータづくりのために，筑波大学電子

図書館に収められているこのWeb of Scienceの恩

恵に預かった方が多いのではないでしょうか。そ

のため 4月末にはアクセス制限がかかる程であっ

たようである。

ちょうど 1年前の 6月に「Web of Scienceの無

い。MGPの刊行開始からしばらく経った1890年，

プロイセンでは「学校会議」が開催され，皇帝ヴ

ィルヘルムⅡ世の愛国心高揚の演説が教育界を酔

わせていたが，ケールバッハは，その1890年に

「ドイツ教育史協会」を設立し，協会の「会報」

（Mitteilungen）を発行している。その「会報」

は，彼の他界から 5年後の1910年からは教育史の

「雑誌」（Zeitschrift）と改称して，その刊行は

MGPと同じ1938年まで継続した。その両者には

多くの興味ある論攷や記事が掲載されているが，

1905年末刊行の「会報」の第15巻第 4号には，こ

の直前に59才で世を去ったその創刊者の肖像，そ

して追悼と回想の記事が掲載されている。

（やまうち・よしふみ　教育学系教授／

附属図書館長）

料トライヤル」が実施され，それを経てその導入

についての議論が研究図書委員会においてなされ

た。私見ではあるが，利用結果のアンケートから

は思った程の反響は感じられなかった記憶があ

る。年々増大する学術雑誌価格の高騰やオンライ

ンジャーナル化の流れの中で，二次資料への費用

負担は各学系にとっては悩みの種であることは現

在も変わりがない。今般の多くの利用をみると，

この導入は正に時宜を得た先見の明のある判断で

あったと思われる。多くの困難を乗り越えてこの

冊子体SCI，SSCIおよびA&HCIからオンラインWeb of Scienceへ
白岩　善博


